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基本構想は、まちづくりの基本理念、本市が目指す将来の姿

（都市像）を掲げた上で、これらを実現するための基本目標

を示したものであり、市民、事業者、行政等が一体となって

まちづくりを進めるための基本的な指針となるものです。

基本計画は、基本構想に基づき、施策のねらい、成果指標等

を示すもので、各施策の推進方法等の基本的な事項を示す

ものです。

実施計画は、基本構想及び基本計画に基づき、市が実施する

すべての事務事業を計画的に推進するため、各事務事業の

推進方法等の基本的事項を示すものです。

基本構想

（政策）

基本構想

（政策）

基本計画

（施策）

基本計画

（施策）

実施計画

（事務事業）

実施計画

（事務事業）

　鎌ケ谷市総合基本計画は、まちづくりの基本理念 「みんなでつくるふるさと　鎌ケ谷」 に基づき、市民、

事業者、市が一体となって目指す将来の姿（都市像）「人と緑と産業が調和し　未来へひろがる　鎌ケ谷」

を実現するための指針となる計画であり、本市の総合的かつ計画的な市政の運営を図るための計画です。

　総合基本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の３層構造で構成します。

　「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」のそれぞれの内容は次のとおりです。

総合基本計画について 

１　総合基本計画とは

２　総合基本計画の構成

図表１　総合基本計画の構成

※実施計画は、計画期間を６年間とし、３年ごとに補正版として見直しを行います。

図表２　総合基本計画の計画期間

年度
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計画

基本構想（12年間）

前期基本計画（６年間）

第１次実施計画（６年間） 第２次実施計画（６年間）

第１次実施計画

《補正版》（３年間）

第２次実施計画

《補正版》（３年間）

後期基本計画（６年間）

1



◆まちづくりの基本理念 

『みんなでつくるふるさと 

鎌ケ谷』 

◆市が目指す将来の姿

（都市像） 

『人と緑と産業が調和し 

未来へひろがる 鎌ケ谷』

基本構想

◆基本目標 

①誰もが健康でいきいき

と暮らせるまち（保健・

福祉） 

②子どもの生きる力をは

ぐくむまち（子育て・教

育） 

③自然と調和した 災害

に強いまち（安全・環境）

④にぎわいと活力に満ち

た緑あふれるまち（都市

基盤・産業） 

⑤豊かな心と生きがいを

実感できるまち（生涯

学習・文化・スポーツ）

基本計画

● 人口推計 

● 財政見通し 

● 土地利用 

● 重点プロジェクトの選定 

政策１ 保健・福祉 施策 
事務 

事業 

前提条件 

政策２  子育て 
事務 

事業 
施策 

政策３  教育
事務 

事業 
施策 

政策４ 安全 
事務 

事業 
施策 

政策５ 環境 
事務 

事業 
施策 

政策６ 都市基盤 
事務 

事業 
施策 

政策７ 産業 
事務 

事業 
施策 

政策８ 生涯学習・文化・スポーツ 
事務 

事業 
施策 

政策９
事務 

事業 
市民協働・男女共同参画・多文化共生 施策 

政策 10 持続可能な行財政運営 
事務 

事業 
施策 

基本構想 基本計画 実施計画実施計画

図表３　総合基本計画全体イメージ 
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第１章　総合基本計画等の策定経緯

本市は、市制施行の前年となる昭和45年３月に、「市制施行の実現」と「農村都市から住宅都市への転

換」を目指すとともに、都市計画事業等を推進するため、「鎌ケ谷町総合開発計画」を策定し、翌年９月に、

市制施行を迎えました。

その後、急激な人口増加や都市環境、社会情勢の変化に対応するとともに、本市の目指す姿の実現

のため、昭和52年には「自然と調和した住みよい街づくり」を目標とする「鎌ケ谷市総合基本計画」、昭

和61年には「緑とふれあいのあるふるさと　鎌ケ谷」を都市像とする「鎌ケ谷市新総合基本計画」、平成

13年には「鎌ケ谷市総合基本計画　－かまがや　レインボープラン21－」を策定し、今日まで、市民、

事業者、行政との協働（※）により、まちづくりに取り組んできました。

この間、東武野田線（東武アーバンパークライン）（以下「東武野田線」という。）及び新京成線の高架

化、全公共施設の耐震化、きらり鎌ケ谷市民会館の整備、学校給食センター、消防本部庁舎及びくぬ

ぎ山消防署の建替え、陸上競技場のリニューアルをはじめとした事業を実施し、暮らしやすい生活環境

の整備に努めて来たほか、市内全小中学校のエアコン整備、待機児童ゼロのための保育所整備、子ど

も医療費の助成拡大、教育環境の整備など、子育て支援及び教育施策の充実を図っています。

特に、新鎌ケ谷駅周辺地区は、平成16年のまちびらきを契機に、大型商業施設、総合病院をはじ

めとした医療施設、保育園などが整備され、さらに平成22年に成田スカイアクセス線が開通し、本市

の新たな顔となる広域交流拠点として整備されています。

これらの取組みにより、本市の人口は、平成30年に11万人に到達するなど、市制施行から約半世

紀の間に大きな発展を遂げてきました。

しかし、今後は、急速な少子高齢化の進展という厳しい課題に対応するとともに、令和２年１月に国

内で初めて感染者が報告された新型コロナウイルス感染症という新たな脅威による経済状況の悪化や

市民生活の不安などにも対応していかなければなりません。

また、本市の財政状況は、国の三位一体の改革などを要因に、平成19年度決算では危機的状況に

陥るなど悪化したため、徹底した行財政改革を推進してきましたが、今後も少子高齢化のさらなる進展

や国の経済動向などによる財政状況の悪化は想定しなければなりません。

このことから、令和３年度から始まる「鎌ケ谷市総合基本計画」では、「みんなでつくるふるさと　鎌ケ

谷」を基本理念として、本市が目指す将来の姿（都市像）「人と緑と産業が調和し　未来へひろがる　鎌

ケ谷」を実現するため、まちづくりの主体となる市民、事業者、行政が目標を共有し、お互いに連携、

協力しながら、市が目指す将来の姿とそれぞれの施策を掲げています。

※ 計画内で用語解説が必要な文言については、文言の後ろに（※）を付記し、その解説を111頁から

117頁までの「用語解説」に列記しています。

第１編　　序論
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昭和52年６月　鎌ケ谷市総合基本計画　基本構想（昭和52年度～昭和60年度の９年間）

昭和53年９月　鎌ケ谷市総合基本計画　基本計画（昭和53年度～昭和60年度の８年間）

昭和45年３月　鎌ケ谷町総合開発計画（昭和45年度～昭和54年度の10年間）

昭和46年９月　市制施行（人口44,760人、県内24番目）

昭和60年３月　鎌ケ谷市新総合基本計画　基本構想（昭和61年度～平成12年度の15年間）

鎌ケ谷市新総合基本計画　第１次基本計画（昭和61年度～平成 ２年度の５年間）

鎌ケ谷市新総合基本計画　第２次基本計画（平成 ３年度～平成 ７年度の５年間）

鎌ケ谷市新総合基本計画　第３次基本計画（平成 ８年度～平成12年度の５年間）

昭和60年11月

令和元年12月　鎌ケ谷市総合基本計画　基　本　構　想（令和３年度～令和14年度の12年間）

令和３年 ２月　鎌ケ谷市総合基本計画　前期基本計画（令和３年度～令和 ８年度の ６年間）

令和３年 ４月　鎌ケ谷市総合基本計画（基本構想・基本計画・実施計画）に基づく、市民、

　　　　　　　 事業者、行政が一体となったまちづくりのスタート

平成12年９月　鎌ケ谷市総合基本計画　基　本　構　想（平成13年度～令和 ２年度の20年間）

平成12年12月　鎌ケ谷市総合基本計画　前期基本計画（平成13年度～平成22年度の10年間）

平成22年２月　鎌ケ谷市総合基本計画　後期基本計画（平成23年度～令和 ２年度の10年間）
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一般国道464号北千葉道路は、市川市と成田市を東西に結ぶ約43kmの幹線道路で、全線が

開通することにより、首都圏北部、東京外かく環状道路（外環道）、成田国際空港を最短で直結し、

地域の活性化、広域道路ネットワークの強化、物流の効率化、救急医療、防災機能の強化に寄与

することが期待されています。

なお、未整備区間である本市から市川市までの約９kmは、有料の自動車専用道路（専用部）と

一般国道（一般部）が併設され、市内には東京方面と成田方面への一般国道から自動車専用道路

へのインターチェンジがそれぞれ１か所設置される予定です。

図表４　鎌ケ谷市の位置

図表５　北千葉道路の概要（令和3年1月）

東武野田線

第２章　鎌ケ谷市の概要 

第１節　地理的状況  

本市は、千葉県の北西部、東京都心から25km圏内に位置し、市の面積は21.08km2となります。

市内には東武野田線、新京成線、北総線、成田スカイアクセス線の私鉄4路線が乗り入れ、都心（日

本橋、浅草等）へ直通で約30分、船橋、松戸、柏等の沿線都市へも20分以内という恵まれた立

地条件にあります。
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第２節　地形                                                                                      

本市は、北総台地の最高地に位置し、海抜20 ～ 30mの平坦な台地が多くを占めていることか

ら、地盤が強いという特徴をもっています。また、北は手賀沼を経て利根川へ、東は印旛沼を経

て東京湾等へ、南と西は船橋市や市川市を経て東京湾へ注ぐ河川の水源地でもあり、これらと支

流による谷津田等の台地を刻む地形となっています。

第３節　地域資源                                                                                 

（１）農業

市内の土地利用は、おおよそ半分は畑、山林等で占められ、野菜、果樹等の都市農業が盛んで、

特に、梨の栽培は、栽培技術の向上、経営の近代化等により県内屈指の生産地となっており、観

光農園で梨狩りを楽しむ家族連れの姿がよく見られます。

（２）ファイターズ鎌ケ谷スタジアム

プロ野球球団である北海道日本ハムファイターズのファーム球場として、毎年臨場感あふれる

試合と楽しいイベントが多数開催されるとともに、選手と触れ合える機会も多く、市外からも多く

の人が訪れています。

図表6　鎌ケ谷市の地形

手賀沼流域（金山落） 
印旛沼流域 

海老川流域 真間川流域 手賀沼流域（大津川） 
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第４節　人口の推移                                                                             

住民基本台帳によると本市の人口は平成22年の107,820人から、概ね増加傾向にあり、令和

元年には110,091人となっています。

世帯数も平成22年の44,217世帯から、一貫して増加傾向にあり、令和元年時点では49,875

世帯となっています。一方、１世帯あたりの世帯人員は平成22年の2.4人から減少傾向にあり、令

和元年時点では2.2人となっています。

図表７　総人口、世帯数、１世帯あたりの人員

出典：「住民基本台帳」（各年10月１日現在）

107,820 108,595 109,921 109,479 109,739 109,483 109,514 109,804 109,962 110,091

44,217 45,058 45,904 46,133 46,729 47,161 47,734 48,472 49,168 49,875

2.4 2.4 2.4 2.4 2.3 2.3 2.3 2.3 2.2 2.2
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人
）
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本市の年齢３区分人口をみると、15歳未満の年少人口は平成24年の14,555人をピークに減少

に転じています。構成比は平成22年の13.4％以降減少しています。令和元年時点では13,099人

（11.9％）と実数、構成比ともに最も低くなっています。

また、15 ～ 64歳の生産年齢人口は、実数、構成比ともに平成22年の70,331人（65.2％）か

ら概ね減少傾向であり、令和元年時点では66,041人（60.0％）となっています。

65歳以上の老年人口は実数、構成比ともに大幅に増加しており、平成22年の23,052人

（21.4％）に対して、令和元年は30,951人（28.1％）となっています。

出典：「住民基本台帳」（各年10月１日現在）

図表８　年齢３区分人口（実数、構成比）

14,437 14,498 14,555 14,348 14,257 13,994 13,773 13,562 13,320 13,099

70,331 70,344 70,216 68,631 67,829 66,868 66,349 66,105 66,084 66,041

23,052 23,753 25,150 26,500 27,653 28,621 29,392 30,137 30,558 30,951

107,820 108,595 109,921 109,479 109,739 109,483 109,514 109,804 109,962 110,091
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第５節　産業                                                                             

本市の事業所数の構成比を産業大分類別にみると、「卸売業、小売業」が20.3％で最も高く、次

いで「建設業」が14.4％、「宿泊業、飲食サービス業」が10.9％となっています。

また、従業者数の構成比では、「卸売業、小売業」が19.9％で事業所数と同様に最も高く、次いで

「医療、福祉」が19.5％、「製造業」が10.3％となっています。

図表９　産業大分類別の事業所数及び従業者数の構成（上位10業種）

<事業所数>

<従業者数>

出典：総務省｢経済センサス－基礎調査｣（平成26（2014）年７月１日現在）

卸売業、小売業
19.9％

医療、福祉
19.5％

製造業
10.3％宿泊業、飲食サービス業

9.3％

建設業
8.9％

教育、学習支援業
5.8％

サービス業
（他に分類されないもの）

5.5％

運輸業、郵便業
5.4％

生活関連サービス業、
娯楽業
5.2％

その他
10.1％

Ｈ26.7.1現在
28,554人

卸売業、小売業
20.3％

建設業
14.4％

生活関連サービス業、
娯楽業
10.2％

医療、福祉
9.4％

製造業
9.0％

不動産業、
物品賃貸業
8.2％

教育、学習支援業
5.1％

サービス業
（他に分類されないもの）

4.6％

その他
8.0％

Ｈ26.7.1現在
3,142事業所

宿泊業、
飲食サービス業
10.9％

注）  割合（％）は小数点第二位を四捨五入しているため、割合（％）の合計値が100.0％にならない場合があります。「その

他」を含め上位10業種に分類。　
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第６節　まちづくりにおける市民の意識                                           

平成30年度に実施した市民意識調査結果から読み取れる市民の意識は、次のとおりです。

（１）鎌ケ谷市のイメージについて

本市のイメージを表すとしたら、どのような表現がふさわしいかという設問に対しては、「歴史・

伝統のある街」が26.0％、「開放的な街」が21.9％、「賑わいのある街」18.8％と続いています。

図表10　鎌ケ谷市のイメージ

まったくそう思わない

2.2

1.7

1.2

1.0

0.4

0.5

23.8

20.2

17.6

14.7

8.8

4.4

32.7

36.2

29.6

35.5

32.1

26.5

29.5

26.7

36.6

32.8

37.8

40.8

7.2

10.2

9.7

10.8

15.4

22.6

4.7

4.9

5.3

5.2

5.4

5.2

歴史･伝統のある街

N＝1,729

開放的な街

賑わいのある街

多様な街

成熟した街

洗練された街

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

かなりそう思う ややそう思う どちらともいえない

無回答あまりそう思わない

%

（２）将来の地域の姿について

現在、住んでいる地域を、将来に向けてどのような地域にしていくべきかという設問に対しては、

「小規模な商店街や公園などが適度に配置された、落ち着きのある住宅地区」が45.9％と最も高

く、次いで「魅力のある大型店や活気あふれる商店街のある商業地区」の22.0％、「文化施設が多く、

生涯学習活動が盛んな文教地区」の9.3％と続いています。

図表11　将来の地域の姿

健康的でふれあい
豊かなスポーツ・

レクリエーション地区
8.2%

その他
2.6%

無回答
2.3%

文化施設が多く、
生涯学習活動が
盛んな文教地区

9.3%

豊かな自然と
農業が調和した
田園地区
8.0%

工業や商業の
活発な産業地区

1.6%

魅力のある大型店や
活気あふれる商店街
のある商業地区
22.0%

小規模な商店街や
公園などが適度に
配置された､落ち着き
のある住宅地区
45.9%

N＝1,729
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（３）住みやすさについて

本市を住みよいと感じるかという設問に対しては、「まあ住みよい」が40.5％で最も高く、次いで

「普通」の28.5％、「住みよい」の15.8％と続いています。

「住みよい（住みよい＋まあ住みよい）」は56.3％と半数を超えている一方、「住みにくい（やや住み

にくい＋住みにくい）」は12.6％となっています。

図表12　住みやすさ

住みよい

15.8%

まあ住みよい

40.5%

普通

28.5%

やや住み

にくい

8.3%

住みにくい

4.3% 無回答

2.5%

N＝1,729

（４）定住意識について

これからも本市に住み続けたいかという設問に対しては、「当分の間、住みたい」が41.5％で最も

高く、次いで「永住したい」の30.0％、「わからない」の13.5％と続いています。

「住み続けたい（永住したい＋当分の間、住みたい）」は71.5％と７割強が住み続けたいと考えて

います。一方、「できれば移転したい」、「移転する」の合計は12.3％となっています。

図表13　定住意識

 

N＝1,729

永住したい
30.0%

当分の間､住みたい
41.5%

できれば
移転したい
10.8%

移転する
1.5% わからない

13.5%

無回答
2.7%
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（５）生活環境の満足度、重要度について

生活環境について「現在の満足度」と「今後の重要度」をどのように考えるかという設問に対して

は、①不満足空間（不満足・重要度高）、②満足空間（満足・重要度高）、③潜在的不満足空間（不

満足・重要度低）、④潜在的満足空間（満足・重要度低）の４つの区分に分けて、整理しています。

なお、平均満足度は6.3であり、経年変化でみますと、前回の平成25年度調査（3.0）に比べ、

高くなっています。

図表14　生活環境の満足度、重要度

今
後
の
重
要
度

日当たり・風通し・
建物のこみぐあい

自動車・電車などの
騒音や振動

自然環境のよさ（空気のよさ、
川のきれいさなど）

緑の多さ（公園や緑地など）

火災・地震・水害などの防災対策犯罪・風紀などの防犯対策

道路の状況（広さや舗装など）

交通事故防止のための安全対策

電車やバスなどの
交通の便利さ

祭り、盆踊りなどの伝統的な行事

公民館・コミュニティセンター
などの地域の集会施設

図書館や公共ホールなどの文化施設

スポーツ・レクリエーション施設

地域の人たちのまとまりのよさ

日常の買い物の便利さ

下水や排水施設
ごみ・し尿処理

医院・病院などの距離や診療内容

検診・生活習慣病（成人病）

予防などの保健活動

高齢者や障がい者などの福祉環境

教育施設や教育環境

児童遊園・児童館などの

子どもの遊び場

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

-50.0 -40.0 -30.0 -20.0 -10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

②満足空間

（満足・重要度高）

①不満足空間

（不満足・重要度高）

④潜在的満足空間

（満足・重要度低）

③潜在的不満足空間

（不満足・重要度低）

【平均満足度6.3】

【平均重要度 56.6】

高高 低低 満足度不満足度

高

低

満足度、重要度の算出方法

満足度＝（ 「満足している」×１点＋「まあ満足している」×0.5点＋「やや不満である」×-0.5点＋「不満

である」×-１点）÷回答者数×100

重要度＝（ 「重要である」×１点＋「やや重要である」×0.5点＋「あまり重要でない」×-0.5点＋「重要で

ない」×-１点）÷回答者数×100
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